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茨曽根小 C･S 通信 
自己肯定感を土台に、進んで挑戦するたくましさの育成 

 

2022.４.２２ たけのこルームにて 

＜メンバー紹介＞ ※敬称略、青字は新メンバー 

井上 吉一（自治会長会会長）会長 

伊藤 眞 （コミュニティ茨曽根会長）副会長 

関根 晃三（地区青少年健全育成会会長） 

長崎 均 （地区公民館推進委員長） 

櫻井 春菜（地域生活センター長） 

上杉小貴子（民生委員児童委員） 

和泉 哲章（白南中学校校長） 

武石かおり（白根そよかぜ保育園園長）     

丸山 恵 （白根南児童館館長） 

細河 正行（新潟大学講師） 

五十嵐正信（ＰＴＡ会長） 

引場 裕子（校長） 

田巻 幸雄（教頭） 

海老名克哉（教務主任） 

五十嵐洋子（地域教育コーディネーター） 

【 主な審議題 】 

１ 学校運営方針 

２ パートナーシップ事業 

３ ＰＴＡ・学校行事 

４ 校務分掌、学校予算   

５ 学校評価計画     ６ 『協働』事業 

 

１ 経営方針 

🔶「めざす子ども像」とそのための取組 

すすんで挑戦するたくましい子 

○挑戦する機会の設定  

○温かい学級づくり 

考えを広げ深める子 

○ねらいを明確にした学習課題の設定 

○協働の学びの創造 

認め合い支え合う子 

○認め合い支え合う場の設定 

○特別支援教育の充実 

 

R4学校重点目標：進んで挑戦するたくましさの育成 

🔶家庭地域との連携 

 学校の様子を共有することで，より連携を深

めていきます。学校だより，学年だより，HP

のブログを活用した情報発信に努めます。 

 

２ パートナーシップ事業 

🔶子どもの豊かな学びのために 

 活動に関わっていただくきっかけづくりのた

め，今年度、ボランティアコーディネーターの

役割をおき，活動の充実に努めます。 

🔶 芝生の活用と管理 

 新潟市内でも数校しか設置されていない芝生

のグラウンドは，子どもたちの憩いの場となっ

ています。ボランティアの皆様の多大な努力と

保護者の皆様の協力のもと，維持管理につとめ

ます。 

 

３ PTA 活動・学校行事の変更・改善点 

🔶コロナ禍を乗り越え With コロナへ 

 これまでは，感染症対策のため，活動の中止

を余儀なくされてきました。今後は，感染状況

を鑑み，安全対策に配慮しながら，活動実施の

可能性を探りながら，取り組んでいきたいと考 

えています。 

 

🔶１５０周年事業への取組 

来年度，創立150周年の節目を迎えるに当

たり，一年かけて，準備を進めて参ります。

子ども達の心に残る周年事業を目指します。 

５ 評価計画 

🔶学校評価（児童・保護者・教職員）に基づ

く取組の見直し～PDCA サイクル～ 

  「子どもにとってどのような価値がある

のか（あったのか）」子どもの姿をもとに

考えることを軸に置いていきます。 

 

６ 『協働』事業 

🔶地域と学校の『協働』目標 

「みんなで育もう自己肯定感」を受け、コ

ミュニティ茨曽根では次の事業を計画中で

す。 

・『子ども音楽講座』 

・『親子演劇教室』 

・『みんなで育もう自己肯定感』頒布会 

・ 他 
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